
内容を確認いただき、☑（チェック）をしてください。 

 

□ 申請時に生活保護を受給している方は、対象外です。 

 

□ 対象は現在居住中の賃貸住宅の家賃です。（既に住居を無くしていて、新たにお探しに

なる場合は居住を希望する区の保護担当課にご相談ください。） 

 

□ 申請者は、世帯の生計維持者（生活費を主に負担している方）の方となります。 

 

□ 受給にあたっては、求職活動（離職、廃業をされていない方については、副業等を視野

に入れた活動でも可）を行う必要があります。 

  自営業を営む方は、給与以外の業務上の収入を得る機会の増加を図る取組（自立に向け

た活動）を行う場合は、求職活動を行う必要はありません。 

 

□ 過去にこの給付金を受給したことがない方が対象です。 

  ※再支給の方はお住いの区の保護担当課にご相談ください。 

 

□ 必要書類が不足している場合、すべての書類がそろうまでは審査ができません。不足が

ある場合等、こちらからご連絡しますので、日中（平日 9：00～16：00）に連絡が取れる

電話番号をご記入ください。※提出前に、必ずチェックリストで確認ください。 

 

□ 申請者及び同居者全員が住民票の同一世帯として登録されていない場合審査に時間が

かかる場合や、申請が認められない場合があります。（住民票の異動ができない事情があ

る場合は区の生活保護担当課での申請をお願いします。） 

 

□ 申請にあたっての収入要件や資産要件、求職活動要件等は「住居確保給付金のしおり

（パンフレット）」をご覧ください。 

 

□ 受給中に収入基準額を超える就労収入があった場合には、支給が中止される場合があ

ります。（就労収入以外の収入や、公的給付の臨時的収入は除きます。） 

 

□ 受給中は、月に１度求職活動等に関する状況報告書及び毎月の収入額の提出が必要で

す。提出されない場合や熱心かつ誠実に求職活動が行われていない場合には、給付が中

止される場合があります。 

 

以上について、確認しました。 

                     （日中に連絡の取れる） 

氏名（署名）：               電話番号：               

確認事項及び提出書類一覧（このリストもご提出ください） 



提出書類チェックリスト 

提出書類 留意事項等 

【申請書関係】 

 □申請書（様式１－１） 

 □確認書（様式１－１Ａ） 

【本人確認書類（申請者の分）】 

 □身分証明書のコピー（運転免許証、健康保

険証、パスポート、マイナンバーカード、住

民基本台帳カード、在留カードなど） 

【離職等又は収入減少を証する書類】 

 （離職又は廃業の場合） 

 □以下のうち、いずれかの書類の写し 

  ・離職票 

  ・雇用保険受給資格者証 

  ・退職所得の源泉徴収票 

  ・勤務先が発行した退職証明書 

  （企業名、社印、雇用期間、退職日、離職

理由が分かるもの） 

  ・廃業届 

 （収入減少の場合） 

 □収入減少が確認できる資料の写し 

  ・雇用主からの休業を命じる文書 

  ・アルバイト等のシフトが減少したことが

分かる文書 

  ・店舗の休業が確認できる文書 等 

【収入関係書類】 

 □申請月の収入が確認できる書類の写し 

 ・給与明細書（直近のもの） 

 ・振込額が確認できる通帳の写し 

 ・年金振込通知書 等 

【預貯金等関係書類】 

□金額が確認できる記帳済通帳の写し等 

【住まいに関する資料】 

 □入居住宅に関する状況通知書 

（現在住まいがない方は様式２－１ 

住まいがある方は様式２－２） 

 □賃貸借契約書の写し 

 □住民票の写し 

 

署名欄は、申請者本人が署名してください。 

 

 

顔写真付きのものは１種類 

顔写真がないものは２種類 

マイナンバーカードの場合、個人番号部分は

不要 

 

提出できる書類が無い場合は、「離職状況等に

関する申立書」（参考様式５－１） 

 

 

 

 

 

 

 

提出できる書類が無い場合は、「就業機会の減

少に関する申立書」（参考様式５－２） 

 

 

 

 

申請者及び申請者と同一の生計の方の分 

 

提出できる書類が無い場合は、「住居確保給付

金に係る収入状況表（参考様式９）」 

 

申請者及び申請者と同一の生計の方の分 

 

不動産業者等に記入を依頼してください。 

 

未契約の方は契約後に提出してください。 

 


